
○ 目的

○ 事業概要

事業内容

678 千円

広報紙その他の配布物を市民が立ち寄る機会の多い
スーパーに設置することで、自治会未加入世帯に対する
利便性の向上と、郵送数の抑制による事務軽減を図る。

新規

まちかど広報ボックスの設置

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号市長公室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

広報京たなべや京田辺市議会だより等を配架できる
ラックを市内のスーパーに設置する。

１ 主な配架物(予定)
・広報京たなべ
・京田辺市議会だより
・学びの情報誌
・ごみカレンダー

２ 設置先
市内スーパー8店舗（予定）

３ 参考
広報京たなべについては、平成２４年度から、市内コ

ンビニエンスストア１９店舗にも設置（ラック無）。

0774-64-1320



○ 目的

○ 事業概要

地域版防災マップ（水害）作成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号安心まちづくり室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

木津川左岸地域を対象とした地域版防災マップ（水
害）の作成を行う。本年度は２地域を予定。作成過程で
多くの市民に参画していただき、防災意識を高めるとと
もに、市民自らの避難について自助・共助の観点から地
域の防災マップの作成をしていくもの。

0774-64-1307

事業内容

2,500 千円

洪水避難勧告マニュアルの策定と同時期に地域限定の
マイ防災マップを作成し、よりきめ細やかな防災対策を
図り地域防災力を高める。

新規



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

10,000 千円

災害時のメール配信など各種災害情報を一元管理・発
信することによって、市民に迅速かつ正確な災害情報伝
達を行う。

新規

災害情報発信管理システム導入事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号安心まちづくり室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

現在、災害情報伝達手段として、Ｊ－ＡＬＥＲＴ、携
帯電話会社（ＮＴＴ、au、ソフトバンク）のエリアメー
ル、京田辺市防災情報メール、職員参集メール等がある
が、情報発信には、個々の操作が必要となることから、
災害時において迅速かつ正確に情報を一元管理するシス
テム構築を行う。

併せて、これまで災害情報を伝達できなかった要配慮
者に自動的に電話やＦＡＸにより情報配信を可能とす
る。

0774-64-1307



○ 目的

○ 事業概要

「平和を考える小中学生ひろしま訪問事業」
（平和都市推進協議会補助金）

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号総務部総務室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

夏休み期間に市内在住の小学生が広島平和記念公園等
を訪問し、戦争や平和について考えるもの。

0774-64-1337

事業内容

800 千円

京田辺市非核平和都市宣言の趣旨をふまえ、次代を担
う子どもたちが広島平和記念公園等を訪問し、戦争の悲
惨さや平和や生命の尊さを実感することにより、平和へ
の思いを深めるため。

継続

24年度ひろしま訪問



○ 目的

○ 事業概要

心身障害児者や母子家庭を対象に、より安心して医療
を受けられるよう医療費の自己負担分の助成を行い、健
康保持・増進と医療費の負担の軽減を図る。

継続

福祉医療費の助成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号市民部国保医療課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

一定以上の障害をお持ちの方(身体障害者手帳1級．2
級または、療育手帳Ａを単独で所持・療育手帳Ｂと身体
障害者手帳3級を併せて所持等)や母子家庭等の母と、
18歳未満の子（18歳到達後の最初の3月31日まで）に
ついて、医療機関等にかかられた場合の医療費（保険適
用分）の自己負担分を助成する。(検診などの保険外診療
は対象となりません。)

認定された方には「福祉医療受給者証（障）」又は「福
祉医療受給者証（母）」を交付する。

0774-64-1374

事業内容

180,255 千円



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号市民部国保医療課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

一定以上の障害（身体障害者手帳１級、２級又は、療
育手帳Ａを単独で所持・療育手帳Ｂと身体障害者手帳3
級を併せて所持等）をお持ちの方について、医療機関等
にかかられた場合の医療費（保険適用分）の一部負担金
を助成する（検診などの保険外診療は対象となりませ
ん）。

認定された方には「重症老人健康管理事業受給者証」を
交付する。

0774-64-1374

事業内容

56,148 千円

後期高齢者医療保険加入者のうち重度障害を有する方
に医療の自己負担の助成を行い、健康保持・増進と医療
費の負担の軽減を図る。

継続

重度心身障害者老人健康管理助成事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号市民部国保医療課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

各種医療保険に加入している、６５歳以上７０歳未満
の者で次のいずれかに該当する方に、医療費自己負担３
割のうち２割を助成する。

１ ひとり暮らしの人（府基準の所得制限有り）
２ 満６０歳以上の人だけで構成される世帯の人

（府基準の所得制限有り）
３ 所得税の課せられていない世帯の人

認定された方には「福祉医療受給者証（老）」を交付す
る。

0774-64-1374

事業内容

95,965 千円

各種医療保険に加入している、65歳以上70歳未満の
者で一定の要件をみたす方に、医療費窓口負担3割のう
ち2割の医療の助成を行い、健康保持・増進と医療費の
負担の軽減を図る。

継続

老人医療費助成事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

本市に住所を有する、６５歳以上の市民の健康保持・
増進のため、はり・きゅう・マッサージの施術が受けや
すくする、助成券を交付し、経済的負担の軽減を図る。

継続

高齢者はり、きゅう、マッサージ施術費助成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号市民部国保医療課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

６５歳以上の高齢者の保険対象外の鍼灸・マッサージ
についてチケットを年間１２枚配布する。

チケット１枚につき市が１，０００円 施術所が１，
０００円を助成する。

0774-64-1374

事業内容

6,710 千円



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号市民部国保医療課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

後期高齢者医療被保険者が所要日数１日以内で外来に
よる人間ドック等を受ける際に、当該人間ドック等に係
る費用の７割相当額を助成する。

0774-64-1374

事業内容

19,178 千円

後期高齢者医療被保険者が所要日数１日以内で外来に
よる人間ドック等を受ける場合、利用券を交付すること
により被保険者の自己負担を軽減し、被保険者の疾病予
防及び早期治療を図るとともに健康管理に対する自覚を
深める。

継続

後期高齢者医療人間ドック等補助事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

三山木福祉会館において各種講座、教室等を開催し、
地域住民相互の交流・促進を図る。

継続

三山木福祉会館各種講座等の開催

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号
市民部人権啓発推進課
（三山木福祉会館）

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

パソコン教室 ２４回、料理教室 １２回、
フラワーアレンジメント教室 １２回
気功体操教室 ４９回
男の料理教室 １２回、フラダンス教室 ５１回

0774-62-0571

事業内容

1,626 千円



○ 目的

○ 事業概要

世界平和に向けた市民意識の高揚を図るとともに、国
際理解教育や国際交流の機会づくりなどを通じて、市民
の国際感覚の醸成のため、また外国人が暮らしやすい世
界に開かれたまちづくりを進めます。

継続

国際交流員（ＣＩＲ）事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号市民部市民参画課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

国際交流員（ＣＩＲ）を採用し、英国ウィラル市との
絵画交換事業、本市ホームページの英語版の更新、イベ
ント等での通訳（英語）、市民向け英会話教室の講師、
国際理解教育、留学生や外国人住民への支援などの活動
を行います。

0774-64-1314

事業内容

875 千円



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号市民部人権啓発推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

回 数：月２回（第１・第３水曜日）実施
定 員：１回につき６名

（１人３０分。年間１４４名）
開催場所：京田辺市役所
予約申込：0774-62-4343

0774-64-1336

事業内容

1,160 千円

法律的な問題を抱えている市民を対象に弁護士による
助言等を行う。

継続

無料法律相談

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

虐待防止センター設置事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

障害者虐待により虐待防止センターへ通報等があった
場合、その事案に対応する業務の一部を相談事業所へ委
託する。

また、困難な虐待事案への対応を図るため、京都府権
利擁護センターより専門家チームの派遣を依頼し、個別
ケースへの支援を受ける。

0774-64-1372

事業内容

582 千円

障害者虐待防止法が施行され、各市町村においても障
害者虐待防止センターの設置が義務づけられたことに伴
い、より一層の体制の充実を図る。

新規



○ 目的

○ 事業概要

自立支援医療（育成医療）

平成２５年度 当初予算主な事業

身体に障害のある児童（１８歳未満）に対して、指定
自立支援医療機関において生活の能力を得るために必要
な医療の給付を行う。

根拠：障害者総合支援法第５８条第１項

肢体不自由・視覚障害等、体に障害のある児童（18歳
未満）が、その手術等を行うことにより、確実な治療効
果が期待できる場合に、医療の一部を公費負担し、健や
かな成長を支援する制度。
【対象疾患】

・視覚障害
・聴覚、平衡機能障害
・音声、言語、そしゃく機能障害
・肢体不自由
・内臓障害（心臓、腎臓、その他の内臓）
・ヒト免疫不全ウイルス（HIV)による免疫機能障害

【医療費の給付】
指定自立支援医療機関において医療を受けたとき、育

成医療（入院・通院）にかかる医療費（保険適用分）か
ら自立支援医療に係る自己負担と医療保険各法より給付
される額を除いた額を給付（公費負担）する。

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1372

事業内容

1,167 千円 新規

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課



○ 目的

○ 事業概要

障害者総合支援法の施行に伴い、本法の趣旨である地
域社会における共生の実現に向けて、地域生活支援事業
として意思疎通支援を行うものを養成する。

拡充

社会参加促進（コミュニケーション支援）事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

これまで、養成事業として実施してきた手話教室「入
門」・「基礎」の内容の充実を図ることに加え、新たに
養成することが必須化された点訳奉仕員、朗読奉仕員を
養成し、意思疎通支援の充実を図る。

0774-64-1372

事業内容

1,768 千円



○ 目的

○ 事業概要

聴覚障害者デイサービス事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

現行の利用可能な対象者（身体障害者手帳（聴覚障害
者）２・３・４級保持者）に新たに6級保持者を加え、
手帳保持者内での制限を廃止し、利用対象者の拡大を図
る。

0774-64-1372

事業内容

6,440 千円

山城地域活動センターで行われる聴覚障害者のデイ
サービス事業Ⅱ型の利用制限を緩和し、デイサービス事
業の拡充を図る。

拡充



○ 目的

○ 事業概要

緊急通報システムについて、２４時間のコールセン
ターを設けることにより支援・相談体制を強化し、独居
等高齢者の安否確認等を含めた安心見守り活動への支援
を積極的に行う。

高齢者の支援・相談体制の強化（相談業務を含めた安否
確認等）

・緊急通報システムの運用方法を抜本的に見直し、民
間活力を利用して、看護師等専門家による２４時間
相談体制（コールセンター）を構築する。
利用者は、いつでも健康や生活相談を行え、健康維
持促進とともに不安を解消することができる。

・コールセンターから利用者宅へ毎月１回の安否確認
の電話を行い、継続的に利用者の状態を把握するこ
とができ、要支援内容の把握が可能になる。

・緊急や無言の通報等を受けた場合は、速やかに消防
署へ転送し、これまで通り、消防の緊急車両が出動
する対応をとる。

独居等高齢者２４時間安心見守り事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部高齢介護課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1373

事業内容

3,505 千円 新規



○ 目的

○ 事業概要

介護支援ボランティアポイント制度

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部高齢介護課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

ボランティアを必要とする市内介護施設等を募集し、
ボランティアを実践したい高齢者の登録を行い、ボラン
ティア活動をサポートする。

対象のボランティア活動としては、当初は施設でのレ
クレーションの指導・補助、行事の手伝い、入所者の話
相手などから開始し、その後、活動範囲を順次広げてい
き、将来的には地域での活動にも取り組む予定である。

ボランティア活動の評価とモチベーションアップのた
めに、ポイント制を導入し（１回１ポイント）、ポイン
トに応じた換金制度を導入する。（１ポイント１００
円、年間上限５０ポイント程度を予定）

0774-64-1373

事業内容

547 千円

元気な高齢者が介護施設等でボランティア活動を行う
ことにより、本人の健康増進、社会参加や地域貢献を通
じた生きがいづくりや介護予防を促進する。

受入施設と地域との交流の促進やボランティア活動の
活性化により、高齢者の生活をより豊かにする。

新規



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号保健福祉部社会福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

社会福祉センターは、平成５年に建設をしており、こ
れまでに、大きな改修を行っていない。

平成２３年度から平成２４年度で経年劣化に伴う改修
の可否と、バリアフリー基本構想の指摘事項の改善を含
めた、基本計画の策定を行った。

この基本計画を受けて、平成２６年度の改修工事に向
けた、実施設計を行う。

0774-64-1371

事業内容

5,400 千円

社会福祉センター改修工事の実施設計を行うもの。

新規

社会福祉センター改修事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

保護者の病気などにより、家庭において児童の養育が
一時的に困難な場合に、児童福祉施設において一定の期
間養育・保護を実施することにより、児童及び家庭の福
祉の向上を図る。

《京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）事業》

新規

子育て短期支援（ショートステイ）事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【対象者】
市内に居住する小学校修了前の児童で、保護者の病気

などにより、家庭において児童の養育が一時的に困難な
家庭の児童

【利用期間】
７日以内（必要な範囲内で延長可）

【事業の実施】
児童福祉施設を運営する法人等に委託

【費用負担】
・利用者：利用料を施設に支払い

0774-64-1376

事業内容

756 千円



○ 目的

○ 事業概要

平成２４年度において、同志社ローム記念館プロジェ
クトで「遊び場マップ」をつくろう！！プロジェクトを
立ち上げ、大学生と協働しながら大学生らしい斬新な発
想を融合した、子育て世帯に役立つ「遊び場マップ」の
原稿を作成してきた。

この原稿案に基づき、平成２５年度において、印刷し
配布する。

マップは、４，０００部印刷予定

京田辺市では、父母との三世代同居率が減少し近所づ
きあい等も希薄化するなど、地域における子育ての基盤
が弱くなってきており、子育て世帯の孤立化が育児不安
やストレスを増大させている状況も懸念されている。

そこで、「子どもと親を繋ぐコミュニケーションツー
ル」をモットーに、子育て世帯に役立つ「遊び場マッ
プ」を作成する。

これにより、明日を担うこどもたちが、心豊かで健や
かに育つことができる地域づくりの一助になることを目
指す。

あそびばマップ作成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

315 千円 新規



○ 目的

○ 事業概要

子ども・子育て支援事業計画策定事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

2,950 千円 新規

【平成２５年度】
・市民を対象にニーズ（アンケート）調査
・子ども・子育て会議の開催
・報告書の作成

【平成２６年度】
・現状分析
・保育サービスの需要等の推計
・計画事業の策定
・子ども・子育て会議の開催
・計画書の作成

国の基本指針で定める提供体制の確保等に関する基本
的事項や参酌標準等を踏まえ、潜在ニーズも含めた地域
での子ども・子育てに係るニーズを把握した上で、管内
における新制度の給付・事業の需要見込量、提供体制の
確保の内容及びその実施時期等を盛り込んだ「市町村子
ども・子育て支援事業計画」を策定するもの。この計画
をもとに、平成２７年度から給付・事業を実施する。

平成２５年度では、市民を対象にニーズ（アンケー
ト）調査を実施。



○ 目的

○ 事業概要

病児・病後児保育事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【対象】
病気により集団保育に適さない、市内在住の病児・病

後児

【実施日時(予定）】
週5日（月・火・水・木・金曜日） 8:30～18:00

【事業内容】
病気のため、保育所等に通所できない期間で、保護者

が就労等で家庭で保育できない場合に、保育ルームで預
かり、保育を行う。希望する保護者は、前日に予約し、
当日はあらかじめ受診（診察）した後、受け入れの決定
がされる。

【実施方法】
医療法人濱口キッズクリニックに委託して実施。

0774-64-1376

事業内容

3,900 千円

本市では、現在、病気回復期にある子ども（病後児）
を預かる保育（病後児保育）を市内１か所で実施してい
る。

しかし、病気回復期でない子ども（病児）の保育は実
施していない状況であり、市民のニーズも高いことか
ら、新たに市内の医療機関に委託して「病児・病後児保
育」を実施する。

新規



○ 目的

○ 事業概要

保育室（５）
乳児室（１）
ほふく室（１）
遊戯室（１）
調理室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

186,000 千円 臨時

みみづく保育園を運営する（福）みみづく福祉会は、
現園舎等の耐震性、老朽度に問題があること、また、超
過児童、待機児童の解消のため移転することになり、市
が市民間保育所施設整備費補助金交付要綱に基づき、支
援するもの。

保育室（５）
乳児室（３）
遊戯室（１）
調理室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

項 目

建 物 構 造 鉄骨平屋建て 鉄筋２階建て

主 な 部 屋
（数）

敷 地 面 積 １，９１１㎡ ２，４９６㎡
田辺西垣内

みみづく保育園建設補助金

平成２５年度 当初予算主な事業

所 在 地
現 保 育 所 新 保 育 所

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

保育所緊急整備事業（みみづく保育園建設補助金）
２４年度分 ６０，７５０千円
２５年度分 １８６，０００千円
合計 ２４６，７５０千円

（補助率 府：８／１２ 市：１／１２ みみづく：３／１２）

田辺尼ケ池

定 員 １５０人

みみづく保育園の新園舎建設工事に先立ち、平成２
５年２月～８月に市が移転先で関連整備工事を実施
している。

着 工 予 定 平成２５年９月
開 所 予 定 昭和５５年２月 平成２６年３月

２２５人



○ 目的

○ 事業概要

三山木保育所建設事業

平成２５年度 当初予算主な事業

32,851 千円

現三山木保育所の老朽化と、南田辺北地区開発（現同
志社山手）、三山木地区特定土地区画整理事業地域にお
ける急速な保育所ニーズの高まりに対応するため。

三山木保育所移転新築は平成２６年度末に完成させ、
平成２７年４月の開所を目標に進めていく。

新規

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

項 目

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

主 な 部 屋
（数）

保育室（７）
遊戯室（１）
調理室（１）
多目的ルーム（１）
職員室（１）
園庭（１） など

保育室（１２）
遊戯室（１）
調理室（１）
多目的ルーム（１）
乳児ホール（１）
子育て支援センター
（１）
一時保育室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

定 員 １２０人 ２００人

0774-64-1376

事業内容

敷 地 面 積 １，７０９㎡ ４，２２０㎡

現 保 育 所 新 保 育 所
所 在 地 三山木南垣内 三山木区画１４街区

開 所 予 定 昭和４５年１月 平成２７年４月（予定）

三山木保育所設計委託料 ２１，０００千円
工事費（水道引き込み工事） １，２５０千円
水道分担金 １０，６０１千円
基本・実施設計 ２８，３００千円
（継続費２４～２５年度）
工事費 １，１１５，０００千円
（債務負担行為２５～２６年度）

着 工 予 定 平成２６年１月

建 物 構 造 鉄骨平屋 鉄筋コンクリート２階建て



○ 目的

○ 事業概要

京田辺市健康増進計画・食育推進計画において、特
に、幼少期の保護者や学童に対して食育活動を行うこと
で、「乳幼児期から３度の食事をとおして生活リズムを
身につける」「食の体験をとおし、食への感謝や食の正
しい知識を身についてる」という重点目標の達成を図る
ことを目的とする。

また、地域で健康な食生活の普及活動ボランティアを
行っている食生活改善推進員の活動を支援することで、
地域力の強化及び食育推進を図る。

【実施内容】
・各小学校の家庭科の授業に、食生活改善推進員が社

会人講師として参加する。
・幼稚園・小学校等のＰＴＡを対象に食育教室を実施

する｡
・食生活改善推進員に対し、地域での食育活動支援を

行う。

【実施場所】
市内小学校、公民館等

【実施回数】
１２回

京田辺市食生活改善推進員協議会
幼稚園・小学校食育教室

126 千円

0774-64-1335

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

新規



○ 目的

○ 事業概要

500 千円 新規

健康づくり対策として、住民が主体的に健康づくり事
業を知り、参加することで、自分の健康についての意識
を高めることを目的とする。

市内で様々な分野で行っている「健康づくり」の事業
を「健幸パスポート」として、情報を集め、分かりやす
く提供する。

市民の自主的な健康づくりの健診・健康教室などへの
参加を呼びかける。

１事業に参加すると１ポイントとし、パスポートにポ
イントを集めて応募してもらい、健康グッズを進呈す
る。

【対象者】
２０歳以上の市民

【実施期間】
平成２５年８月１日から２６年１月末

【パスポート有効期限】
平成２６年２月末

【対象事業】
各種健康診査、健康教室、介護予防教室、イベント(一
休さんウオーク、歯の広場)献血、スポーツフェスタ等
市内の健康関連の事業

【実施方法】
①保健福祉部、経済環境部、教育部など庁舎内組織横

断的なプロジェクトチームを作り事業を推進する。
②市職員による事業ＰＲ部隊を結成し、「健幸パス

ポート」事業への参加をＰＲする。

健幸パスポート事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1335

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

養育医療給付事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【給付対象者】
母子保健法第６条第６項に規定する未熟児であって医

師が入院養育を必要と認めたもの。
（次のいずれかの症状等を有している場合）
・出生時体重2,000ｇ以下
・運動不安、けいれん、強度のチアノーゼ、黄疸等

【給付内容】
指定養育医療機関における入院医療（食事を含む）

で、公費負担額は各種保険を適用して生じる自己負担額
のうち、保護者（及び子育て支援医療）から徴収する母
子保健法施行細則別表で定めた徴収基準額を除く残りの
額を給付する。

【給付期間】
正常児が出生時に有する諸機能を得るに至るまで（１

歳まで）

0774-64-1376

事業内容

5,372 千円

身体の発育が未熟のまま出生した乳児は、正常の新生
児に比べて機能が未熟であり疾病にかかりやすく、その
死亡率はきわめて高いばかりか心身の障害を残すことも
多いことから、出生後、速やかに適切な処置を講ずるこ
とが必要である。

このため、母子保健法の規定により、これらの未熟児
に対し、指定養育医療機関において、養育に必要な医療
の給付を行うもの。

新規



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

916 千円

近年がん検診を始め、検（健）診受診率が低下してき
ている。死因の第1位であるがん対策として、受診率の
向上を図ることを目的とする。

拡充

がん検診等受診率向上事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

健診対象開始年齢の40歳男女に対して、がん検診の重
要性や検診方法の理解を促し、自分で健康管理するため
に検（健）診チラシと申込ハガキ、健康手帳を送付す
る。

各検診受診勧奨時や乳幼児健診案内送付時や予防接種
案内送付時など他の案内に検診チラシ、申込ハガキを同
封し、周知を図っていく。

市内掲示板、ＪＡ、郵便局、スーパーなどに検診ポス
ターを掲示する。

スーパーで検診キャンペーンを行い、啓発用ティッ
シュなどの配布と検診申込の受付を行う。

0774-64-1335



○ 目的

○ 事業概要

京田辺市健康増進計画による運動習慣の定着を図るこ
とを目的とする。また市民に対して、本事業を実施し
「歩く」ことを通して運動する機会を提供することで、
市民の健康増進、生活習慣病の予防を目的とする。

新規

ウォーキング教室 ～ 楽歩塾 ～

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【時期】
５月から９月 計４回

【対象者】
４０歳以上６５歳未満の市民

【定員】
３０名

【実施場所】
京田辺市保健センター 等

【講師】
健康運動指導士若しくは運動実践指導者、保健師、栄

養士
【内容】

①講義
・運動の効果、運動量
・正しい歩き方（姿勢等）、靴の選び方等
②実技指導
・ストレッチ、筋力トレーニング、有酸素運動の実際
・正しい歩き方（姿勢、早さ、歩幅等）を指導
・また、実際に参加者と共に保健センター周辺や市内

を歩きながら指導
③ミニ講話
・各回に健康に関する講話
（内容は健診の案内、栄養、こころの健康について）

0774-64-1335

事業内容

153 千円



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

6,900 千円

本市が管理している市内道路において、薄くなっている
区画線について、塗り直し作業を実施し、交通の安全と
円滑化を図るものである。

新規

市内道路区画線設置工事

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

市内道路の傷んだ区画線を塗り直すもの。

＜実施予定範囲＞
Ｌ＝13,000ｍ

0774-64-1344



○ 目的

○ 事業概要

街路樹等剪定等道路維持管理委託料

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

市内道路の街路樹等（高木・低木・除草・潅水・害虫駆
除）の維持管理を行う。

【拡充箇所】
まちびらきを行った同志社山手地区内において、低木植
栽の潅水面積が増加（面積：約1,464㎡）したことに対
応するもの。
また、あわせて昨年枯損した低木植栽（約1,340本）を
アセビ、他７種の低木で植え替えるもの（臨時）。

0774-64-1344

事業内容

3,700 千円

市内道路の街路樹等の良好な維持管理を行うことで道路
の沿道環境を豊かにし快適なうるおいのある市民生活の
向上を図る。

拡充



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

4,900 千円

街区公園１６１公園のうち、法律に基づく処分年限を
超えるもので、平成２３年度に実施した危険度判定調査
で、改善等が必要と判断された遊具の更新を行い、市民
が安全かつ安心して利用できるよう公園遊具の機能復旧
を図るものである。

新規

公園遊具更新工事

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

以下の公園の遊具を更新するもの。

１ 松井ケ丘南公園

① ２連ブランコ：１基
② ベンチ ：３基

２ 南落延公園

① すべり台 ：１基

３ 白山公園

① すべり台 ：１基

0774-64-1342



○ 目的

○ 事業概要

公園施設長寿命化計画策定事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1342

事業内容

23,600 千円 継続

公園施設長寿命化計画は、老朽化が進む公園施設に対
して、公園施設の安全性確保及びライフサイクルコスト
縮減という観点から、適切な施設点険や維持補修等の予
防保全的管理を実施することで、既存ストックの長寿命
化を図るとともに計画的な修繕や更新または、改築を行
うことを目的として、作成するものである。加えて、
個々の公園が持つ機能を、将来に亘って適正に維持して
いくことも長寿命化であり、日常の適正な利用促進や破
壊行為への備えなどの総合的な観点から、長寿命化につ
いて検討するもの。

１ 施設等調査
（１）公園施設調査
（２）遊具等施設調査
（３）建物等施設調査
（４）健全度・緊急度判定

２ 公園施設長寿命化計画の策定
（１）長寿命化の基本方針設定
（２）施設長寿命化対策の検討
（３）ライフサイクルコスト縮減額の検討
（４）公園施設長寿命化計画書の作成



○ 目的

○ 事業概要

橋梁長寿命化に伴う橋梁修繕事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1344

事業内容

10,500 千円 継続

橋梁長寿命化修繕計画は、今後老朽化する橋梁数の増
加に対応するため、計画を策定することにより、従来の
事後的な修繕及び架替えから損傷が大きくなる前に予防
的な修繕及び計画的な架替えへの転換を図り、橋梁の寿
命を延ばすことで、将来的な財政負担の軽減及び道路交
通の安全性を確保するもの。

平成２３年度に策定した橋梁長寿命化修繕計画に基づ
き、維持管理費用のコスト縮減及び道路交通の安全性の
確保を図ることを目的として、計画的な修繕を行うもの
である。
○平成２５年度事業概要
・ＪＲ片町線大住跨線橋他１橋橋梁修繕設計業務委託
・松井山手跨道橋他２橋橋梁修繕設計業務委託

大住跨線橋 松井山手跨道橋



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

1,430 千円

公共施設の美化及び清掃等の活動を通じて、居住環境及
び都市環境に対する市民意識の高揚を図り、市民との協
働によるまちづくりを推進する。

新規

京田辺市すてきなまちなみ支援事業（アダプト制度）

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

市民が身近な公共空間である公共施設（道路、河川、近
隣公園及び緑地）のサポーターとなりボランティアで公
共施設を管理する。

0774-64-1344

うち道路 715千円
うち公園 715千円



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

52,200 千円

京田辺市建築物耐震改修促進計画による「平成２７年
度の住宅系建物の耐震化率９０％以上」の目標を達成す
るため、耐震改修が必要と診断された市営住宅３団地に
ついて、平成２０年３月に策定した「京田辺市市営住宅
ストック総合活用計画」に基づき、平成２４年度から平
成２７年度までの４か年で耐震化を完了し、安全・安心
な住環境を整備する。

継続

市営住宅耐震化事業（H24前倒し）

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部開発指導課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

平成２０年度に実施した耐震診断結果により強度の不
足が確認された市営住宅について、国土交通省の基準に
基づきＩＳ値を０．６以上となるよう補強改修を計画す
るもの。

工法は、居住しながらの工事が可能で、工事完了後の
居住性にも配慮したアウトフレーム工法等を採用予定で
ある。

今年度は、谷ノ上団地の耐震補強工事と、西羅団地の
耐震補強工事設計を実施する。

0774-64-1341



○ 目的

○ 事業概要

市営住宅「居住者に優しい駐車場」整備事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部開発指導課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

開放駐車場の適正利用を図るため、未契約駐車場への
不正駐車防止を目的に「車止め」を設置するもの。

0774-64-1341

事業内容

1,290 千円

各団地に居住者の介護者等の駐車スペース（開放駐車
場）を確保し、この開放駐車場の適正利用を各団地に管
理いただくことにより、皆で支え合い、協力し合える地
域社会の創造を図るもの。

継続



○ 目的

○ 事業概要

市有建築物定期調査事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部開発指導課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

床面積１０００㎡以上の市有建築物と、床面積１００㎡
以上の保健福祉施設・学校教育施設を対象とし、建築士
による劣化及び損傷の状況確認を実施するもの。
今後、３年に１回の定期検査とする。
対象建築物は約９０棟。
調査結果を元に修繕計画を作成。

0774-64-1341

事業内容

8,500 千円

市有建築物の安全確保を図るため、法的に報告義務を
要しない建築物を対象に「定期的な調査・検査」を実施
するもの。

新規



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

43,240 千円

安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の
際、倒壊等の危険性の高い木造住宅の耐震性の向上を図
り、地震に強いまちづくりを推進する。

拡充

京田辺市木造住宅耐震化促進事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部開発指導課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

①木造住宅耐震診断士派遣事業

市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するととも
に、その診断結果に基づく改修のアドバイスや概算工事
費の提案を行うもの。市民の自己負担額は３，０００円
で、耐震診断が行えるようにする（事業規模：３０
戸）。

②木造住宅耐震改修等事業費補助事業

木造住宅の耐震改修等事業費のうち４分の３を補助
するもの。

評点１．０以上（当分の間は０．７以上）への改修
（本格改修）は上限１００万円（事業規模：４０戸）

簡易な改修の方法により耐震性を向上させるもの（簡
易改修）は上限３０万円（事業規模：６戸）

0774-64-1341



○ 目的

○ 事業概要

三山木地区区画整理事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号建設部三山木整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-65-5540

事業内容

471,397 千円 継続

ＪＲ三山木駅及び近鉄三山木駅周辺地区の土地区画整
理を行い、良好な環境を有する新市街地の形成を図りま
す。

土地区画整理事業によって、駅前広場、道路、公園等
の公共施設を整備するとともに、限度額立体交差事業に
よる鉄道の高架を行い、駅周辺の活性化と宅地利用増進
を進めます。

関西文化学術研究都市の北の玄関口として、また市南
部の核拠点としての機能と景観を備えたまちづくりを推
進します。



○ 目的

○ 事業概要

椿本チエインとの共催花見イベント

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

会社内に多数の桜の木を有する椿本チエインが地域貢
献の一環で、平成２５年度から市民へ花見時期に会社を
開放されることで、同社と市の共催で一日市民へ花見事
業を開催する。

【実施予定日】
平成２５年４月７日（花見ウォーク開催と同日）

【場 所】
椿本チエイン

【事業主体】
京田辺市、椿本チエイン

【目標来客数】 ５００人

0774-64-1364

事業内容

191 千円

新たな観光資源として期待できる春のイベント（花
見）を実施することにより、誘客及びまちの賑わい創出
を図る。

また、これまで市と市観光協会が共催で行ってきた花
見ウォークと同日開催することで、それぞれの花見のイ
ベントの相乗効果を上げる。

新規



○ 目的

○ 事業概要

2,000 千円 新規

京田辺市観光協会設立１５周年にあわせ、京田辺市、
京田辺市観光協会、企業、同志社大学等が連携してイベ
ントを実施することにより、まちの賑わい及び誘客の強
化を図る。

観光協会設立１５周年記念にあわせて実施される事業
に対して補助を行うもの。
【主催】京田辺市観光協会
【共催】京田辺市、同志社大学、市内企業
①観音寺ライトアップ事業
【実施予定日】平成２５年４月６日（土）・７日（日）
(菜の花と桜の時期)
【目標来客数】５００人

②一休寺ライトアップ事業
【実施予定日】平成２５年１１月２３日（土）・２４日
（日）(紅葉の時期)
【目標来客数】１，０００人

③特産品ＰＲ冊子作成
Ａ４版 ８ページ １０，０００部作成予定

産官学連携「まちの賑わいと誘客強化事業」

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

300 千円

甘南備山の入り口に設置している全山看板について、案
内図の情報が古くなっているため、新しくするもの。

新規

甘南備山全山看板修繕

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

年間５万７千人の来訪がある甘南備山について、観光
客や登山者の利便性を図るため、（社）薪甘南備山保存
会によって新しく整備された登山道の情報を看板に反映
させ、看板を新しくする。

【事業主体】京田辺市
【内 容】

全山のルート情報を新しくして看板を作り直す
【目標来訪者数】年間６万人

0774-64-1364



○ 目的

○ 事業概要

緊急経済対策バリアフリー改修助成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

事業内容

3,000 千円 継続

①市内業者の事業活動を支援し、地域経済の活性化と雇
用の安定を図る。
②高齢者、障がい者等の社会参加を促進する。

市内業者により、店舗のバリアフリー改修工事を行う者に対し、
工事費の半額（店舗改修の場合上限20万円、住宅改修の場合は上
限10万円）を助成するもの

●対象工事
対象工事経費が５万円（消費税別）以上で、助成金交付決定後に
着工し、市内の施工業者により施工する次に掲げる工事
①廊下、階段、通路等の段差解消、手すりの設置、床のノンス
リップ化、点字ブロックの設置工事
②通路や開口部の幅の拡張工事
③洋式便器等への取り替え工事
④その他、対象施設における移動の円滑化及び安全性の向上に関
し改善されると認められる工事

●対象者
《店舗》
①京田辺市内で開業している中小企業等
②対象店舗で現に営業していること（賃貸でも可）
③小売店、飲食店、診療所、理・美容室など不特定多数の市民が
訪れる業種を営んでいること（工場や事務所部分は対象外。風営
法第2条に規定する業種も不可。）
④市税を滞納していないこと
《住宅》
①京田辺市に住民登録していること
②対象住宅に現に住んでいること（賃貸住宅でも可）
③市税を滞納していないこと
④申請者および同居人が、住宅改修に関する他制度の対象者でな
いこと



○ 目的

○ 事業概要

33,000 千円 継続

中小企業の経営負担の軽減を図り、安定した経営やさら
なる事業展開を支援する。

①中小企業融資保証料補給金
対象融資：京都府制度融資のうち

下記融資を利用した市内企業
・一般振興融資（1,250万円以下）
・小規模企業おうえん融資ベース枠
・小規模企業おうえん融資ステップアップ枠
・創業支援融資
・雇用促進支援融資

補助率： ２分の１（上限１０万円）
予算額： ８，５００千円

②中小企業融資利子補給金
対象融資：京都府制度融資のうち

下記融資を利用した市内企業
・一般振興融資（1,250万円以下）
・小規模企業おうえん融資ベース枠
・小規模企業おうえん融資ステップアップ枠

補助率： 年利１％相当額以内
※おうえん融資ベース枠は1.7%(平成25年12月迄)
予算額： ２２，０００千円

③中小企業融資利子補給金
対象融資：日本政策金融公庫経営改善資金貸付を

利用した市内企業
補助率： 年利１％相当額以内
予算額： ２，５００千円

中小企業金融支援

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

海外販路開拓支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

事業内容

800 千円 新規

拡大する海外市場を体感し、ニーズをつかみ、自社の強
み・弱点を認識させる。
複数社がまとまって出展することにより、装飾費用・集
客の面で大きなスケールメリットを実現する。

日中ものづくり商談会ｉｎ上海への出展
○市内企業１０社を選定し、上海の上記展示会に京田辺
市企業として合同出展する。
○出展企業の選出については、募集の上、商工会を含め
た審査会を通じて決定する。 ※選定された事業所は展
示会補助金の利用不可
【出展する展示会】
展示会名：日中ものづくり商談会
時期：平成２５年９月 開催地：上海
実績：京都府、大阪府等、多くの自治体が共催している
製造業企業を中心とした展示会。大田区など行政が主導
して市域の企業を集め共同出展されている例も増えてい
る。出展者、来場者とも年々増加している。出展企業数
６００社、来場者８，６００名、商談件数１５，０００
件 １ブース７万円



○ 目的

○ 事業概要

○ 補助対象事業

中小企業成長支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

6,000 千円

対象事業
①新製品開発

②産学連携

競争に打ち勝つ強い中小企業を育てるため、弱点である
「技術競争力の強化」「マーケティング力UP」の２つの
観点から総合的な支援制度を創設する。

対象経費

新規

補助対象者
・市内に製造・販売等の活動拠点（本店又は支店）を置
く中小企業者で市税の滞納のない者
※中小企業者とは中小企業基本法に規定する中小企業者
・市内で引き続き１年以上事業を営んでいる者

事業内容

○補助率 1/2（D-egg入居者は2/3）
○補助限度額 上限２００千円（①⑤は１００千円）

下限５０千円
○その他 １事業者につき、異なる補助事業

２つまで利用可。
京たなべの逸品販路開拓支援事業補助金は新制度に統合
中小企業IT化推進事業補助金は事業計画年度終了により
廃止

③産業財産権取得
特許、実用新案、意匠権、商標権の出願に係る経費
例：出願料、弁理士費用、翻訳料等

④展示会出展
会場借上費、小間内装飾費、広告宣伝費
委託費、梱包運搬費、旅費、人件費

⑤専門家派遣

原材料費、設備等借入費、委託費 等

大学・公設試験研究機関等に委託・発注する共同研
究・受託研究、調査、試験、分析、学術指導に係る
費用（大学等との契約書等に基づく委託料）及び当
該施設の設備・器具等を借用した際の費用

専門家の受入費用（謝礼、旅費等）



○ 目的

○事業概要

○実績

開催年度 出展社数 来場者数 商談件数

1,750 千円 継続

H21 55社 500名 未集計

宣伝広告の充実（鉄道駅つり革広告等）
学生との連携（研究成果発表、学生と市内企業のマッチング）

出展企業の展示力アップにつながるセミナー等の実施

市内企業を中心とした企業の出会いの場を創出、製品・
技術のマーケティングはもとより、販路拡大・受注確
保・技術連携を生み出すことにより、地元企業の発展、
地域の活性化につなげる。

ビジネスフェアin京たなべ開催

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1364

事業内容
50件

H22 60社 700名 28件
H23 66社1,000名
H24 94社1,200名 結果待ち



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

4,476 千円

産学連携の促進。新産業の創出。市内企業との連携。

継続

起業家育成施設入居支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

Ｄ－egg入居費の一部を補助することにより、入居の促
進及び、企業の市内定着を図る。

・補助対象 大学等と連携して起業または新規事業の
展開を図ろうとするもの

・補助額 ９００円×居室面積(㎡)×１２ヶ月
・補助期間 ５年間

0774-64-1364



○ 目的

○ 事業概要

有害鳥獣防護柵設置事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1362

事業内容

6,480 千円

有害鳥獣被害防止の
ために防護柵設置を
推進するもの。

継続

＜国庫補助事業＞
有害鳥獣被害防止の
ために防護柵設置を
受益者が自ら設置す
る際に、国庫補助を
活用して購入する柵
を材料支給するも
の。
事業費：4,800千円

＜京都府補助事業＞
有害鳥獣被害防止の
ために防護柵を設置
するに係る材料費の
購入費を補助するも
の。
事業費：1,680千円



○ 目的

○ 事業概要

甘南備山生活環境保全林管理業務委託料他

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1362

事業内容

3,380 千円 継続

甘南備山では生活
環境保全林として
遊歩道や休憩施設
を整備し、森林浴
やレクリエーショ
ン等の憩いの場と
して活用に寄与す
るもの。

甘南備山の治山事
業として下草刈り
や、間伐等を行
う。



○ 目的

○ 事業概要

1,245 千円 継続

ナラ枯れ被害の拡
大防止をはかるも
の

ナラ枯れ被害を防
止するため、対象
木の伐倒・くん蒸
を実施するもの

温室効果ガス対策事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1362

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

京田辺玉露日本一支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

第６７回全国茶品評会京都府大会の出品者に対して、
出品に係る経費負担を軽減するため、特別出品奨励金を
交付する。

0774-64-1362

事業内容

3,000 千円

第６７回全国茶品評会京都府大会への意欲を高揚し、
玉露日本一の奪還を目指す。

臨時



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

500 千円

京田辺市特産のなす、えびいもの振興を図り、後継者
を育成する。

新規

後継者育成塾支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

京田辺市地域農業再生協議会が策定する産地経営改革
方針において推進すべき作物とされる作物（なす、えび
いも）について、京都やましろ農業協同組合京田辺支店
が事務局となっている部会が後進の担い手を育成するに
あたって開催される塾活動等に対して、助成を行う。

0774-64-1362



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

225 千円

地産地消の推進（学校給食の地元産野菜の品目増加な
ど）

新規

地産地消推進事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

農業者団体等が地産地消推進に際しての課題を解決す
るために地産地消推進計画を立て認定された事業を実施
した場合に経費の３／１０以内を補助する。（例：小学
校への配送をシルバーに委託など）

0774-64-1362



○ 目的

○ 事業概要

ほんまもん京ブランド産地支援事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

生産拡大しているえびいもの出荷選別作業に必要な根
切り・選別機 ２式の購入費の一部を補助するもの。

0774-64-1362

事業内容

440 千円

ブランド京野菜「京田辺産えびいも」の生産力、品質
強化

新規



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

3,820 千円

一般財団法人家電製品協会等の助成を得て、不法投棄
される家電製品（リサイクル家電４品目：①テレビ、②
エアコン、③冷蔵庫・冷凍庫、④洗濯機・衣類乾燥機）
の量を大幅に削減するための取り組みを行う。

拡充

不法投棄未然防止事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号経済環境部環境課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業の内容
・不法投棄防止のための夜間環境パトロール実施
・不法投棄監視カメラ等システム購入
・不法投棄防止啓発看板作成

0774-64-1366



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号経済環境部環境課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1366

事業内容

27,500 千円 拡充

①住宅用太陽光発電システム設置補助事業（継続）
補助額：公称最大出力１kwあたり１．５万円

（上限５万円）
予算額：１，９００万円

②家庭用燃料電池システム設置補助事業（新規）
補助額：１件あたり１５万円
予算額：６００万円

③省エネハンドブック作成事業（新規）
予算額：２５０万円
作成部数：３１，０００部

平成２４年度策定の本市地球温暖化対策実行計画に基
づき、再生可能エネルギーの利用促進や省エネに配慮し
た高効率設備の導入を促進するため、住宅用太陽光発電
システム及び家庭用燃料電池システムの設置者に対し
て、設置費用の一部を補助する。

また、家庭や事業所において、温室効果ガスの排出抑
制に向けた取り組みを進めるため、省エネのポイントや
知恵をまとめ、暮らしや事業活動の中で役立つハンド
ブックを作成、配布し、広く啓発を行う。

地球温暖化対策推進事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

【コミュニティ・スクール】

○ 事業概要

コミュニティ・スクール研究事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部教育総務室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1391

事業内容

（仮称）普賢寺小学校コミュニティ・スクール推進委員
会を設置し、文部科学省の研究指定を受けて学校運営協
議会の役割や特色ある教育課程等について研究を行う
（２年間）。

500 千円 新規

地域との協働による魅力ある学校づくりを目指し、普賢
寺小学校において学校運営協議会を設置するコミュニ
ティ・スクールの導入に向けた研究を進める。

保護者や地域住民などによって構成される学校運営協議会が、一定の
関与権限を持って学校運営に参画することで、地域に開かれた特色あ
る学校づくりを推進する制度。

承認

意見

学校運営
基本方針

学校運営
・

教育活動

校長

普賢寺小学校

京都府
教育委員会

教職員人事
の決定

京田辺市
教育委員会

学校運営に関する意見

人事に関する意見

学校の指定
委員の任命

委員：
保護者、地域住民、
教委職員、校長など

学校運営
協議会

� 䢏
� 䡥

保護者、地域住民

意
見



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

3,280 千円

・いじめの予防・防止啓発、早期発見
・いじめに対する早急な対応、被害者に対する心のケア
・不登校対策の強化
・その他の生徒指導上の課題解決

新規

いじめ等対策事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部学校教育課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

・臨床心理士の配置による、専門的相談体制の充実
・いじめ問題発生時、解決に向けた学校への支援
・いじめ発生や再発防止に向けた教職員の研修会の支援
・児童生徒のコミュニケーション力の育成
・不登校対策の強化
・その他の生徒指導上の課題で、必要時に学校への支援

0774-64-1932



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

90,398 千円

・小中学校のコンピュータ機器の保守管理
・小中学校の情報教育の推進
・小中学校の教師の指導

拡充

情報教育推進事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部学校教育課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

・市立小中学校における教師の指導やコンピュータの適
正な管理により、情報教育の充実を行う。
・情報教育コーディネーターによる学校へのサポート
・子ども安全連絡網の運用管理

0774-64-1392



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号教育部学校環境整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

平成２１年度に策定した「学校給食調理業務の民間委
託実施計画」に基づいて進めている事業。

委託業務の内容は、調理、配缶や運搬食器等の洗浄・
消毒、残滓の処理等。

＜委託実施の状況＞

☆ 期間満了に伴う委託
・大住小学校
・三山木小学校
（平成２５年４月～平成２８年３月）

☆ 継続実施
・田辺東小学校
・桃園小学校
（平成２３年４月～平成２６年３月）

・草内小学校
・松井ケ丘小学校
（平成２４年４月～平成２７年３月）

0774-64-1393

事業内容

90,624 千円

本事業は、今後安定した学校給食事業の実施と豊かで
おいしい給食を児童に提供するために実施する。

継続

学校給食調理業務委託事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

1,155 千円

児童の登下校時に道路に立って、子どもたちの安全確
保をしてくださっているボランティア・シルバー人材セ
ンターの方々に統一のベストを貸与することで、自動車
等のドライバーをはじめとした周囲への一層の交通安全
に対する啓発を行うもの。

新規

通学路安全対策事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部学校環境整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

学校安全ボランティアとして登録いただいている方々
（約７００人）に対して、名入りのカラーベストを購入
して貸与する。現在は腕章を貸与しているが、それに替
わるものとして、より視覚認識しやすいカラーベストを
着用してもらうことで、ドライバー等周囲に対する啓発
を行う。

交通指導員に対しても、名入りのカラーベストを着用
してもらい、業務にあたってもらうことで、より一層の
啓発を行う。

0774-64-1393



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号教育部 学校環境整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

・三山木小学校西校舎棟新築等設計業務
（平成２４・２５年度継続）

・三山木小学校造成工事（平成２５年度）
・仮設建物借上料（平成２４年度～）

0774-64-1393

事業内容

155,045 千円

住宅開発等による児童数の増加に対応するため、三山木
小学校の校舎を増築し、良好な学校教育環境の整備を行
うもの。

継続

三山木小学校増築事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号教育部学校環境整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

小学校空調設備設置工事に伴う実施設計業務。

＜対象校＞

１ 市内北部地域
・大住小学校
・松井ケ丘小学校
・桃園小学校

２ 市内中部地域
・田辺小学校
・田辺東小学校
・薪小学校

３ 市内南部地域
・草内小学校
・普賢寺小学校

0774-64-1393

事業内容

46,000 千円

夏場における学校施設の室温上昇が著しいことから良
好な学校環境を整備するため小学校における空調設備の
設置をおこなうもの。

新規

小学校空調設備設置事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

579,381 千円

地震補強と住宅開発に伴う生徒増に対応するため、校
舎を再配置し、学校全体の整備を図るもの。

継続

田辺中学校管理棟新築事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部学校環境整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

田辺中学校施設整備事業（第Ⅱ期）工事を平成２３年
度～平成２５年度の継続事業で実施する。

平成２５年度は、既設管理棟の耐震補強工事及び外構
工事等を実施。

0774-64-1393



○ 目的

○ 事業概要

787 千円

災害時相互応援協定を締結した霧島市が実施する大隅国
建国１３００年記念事業での上演により、京田辺市と霧
島市との交流を深める。

新規

平成25年8月20日
に霧島市で実施され
る行事等で大住隼人
舞を上演する。

大住隼人舞霧島市派遣事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号教育部社会教育・スポーツ推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1394

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号教育部社会教育・スポーツ推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

学校開放事業で開放されている小学校体育館を使用
し、夜間に小学生以上を対象にカローリングやディスコ
ン、マイパック等のニュースポーツの講習会を行う。

計画
場所：松井ケ丘小学校体育館
対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
人数：約３０名参加見込み
日時：５月・６月 第２・第４金曜日

１９:３０～２１:３０
１０月・１１月 第２・第４金曜日
１９:３０～２１:３０

0774-64-1394

事業内容

578 千円

平成２３年８月に施行されたスポーツ基本法にスポーツ
推進委員とは地域におけるスポーツのコーディネイター
としての役割を担うとなっているため、平成２４年度は
地域の公民館で中高年を対象に体操教室を行ったが、新
たに平成２５年度より小学生以上を対象にニュースポー
ツ教室を行い、スポーツに参加するきっかけ作りを行
う。

拡充

ニュースポーツ教室事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

0774-64-1394

事業内容

18,213 千円

各地域の分館公民館は、地域住民の実際生活に即する協
議や文化活動など、住民が集う場として設置しており、
分館公民館の新築、改築や修繕等の経費については、
「京田辺市立分館公民館の維持経費等の負担区分に関す
る要綱」に基づき一部負担を行い、地元負担軽減を図
る。

新規

担当所属名 直通電話番号教育部社会教育・スポーツ推進課

新田辺東住宅自治会から、平成２５年度において、老朽
化した新田辺東住宅公民館の建て替えに伴う負担金の申
請があったため、この要綱に基づき負担金を交付するも
の。

新田辺東住宅公民館建設負担金

平成２５年度 当初予算主な事業

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別



○ 目的

○ 事業概要

消防活動支援隊事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

現在117名の方が在籍しておられ、消防署、消防団が
行う消火、救急、救助、避難誘導、警戒区域の設定等の
活動を支援して頂いております。

また、年２回消火・応急処置等の講習会を実施し知識
・技能向上に努められています。

0774-63-1125

事業内容

ゼロ予算事業

火災等の災害発生に伴う被害軽減に寄与するため、消
防活動の支援を行う。また、地域に身近な方の入隊によ
り市民の防火意識啓発が図れ、各種災害活動に対して消
防体制の強化につなげる。

継続

消防活動支援隊の講習会風景



○ 目的

○ 事業概要

救急救命士育成

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

京田辺市消防本部では、現在24名の救急救命士が在職
しており、救命率・社会復帰率の向上を目指し、救急救
命士育成計画により、救急救命士養成所に入校させ、約
６ヶ月の教育を受け国家試験を受験させています。

0774-63-1125

事業内容

1,950 千円

救急救命率向上と、救急体制の充実強化に向け救急救
命士を育成する。

継続

救急救命士による市民を対象にした救命講習会風景



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

395 千円

地域における消防防災の要となる消防団員の育成・強
化を図る。

継続

消防団員の育成・強化事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

多種多様化する災害に対して迅速、的確に対応するた
め、学校教育機関等に入校し、専門的な講習や研修等を
受講させ消防団員を育成することにより、非常備消防力
の強化を図り、災害から市民の安全を守る事を行ってい
ます。

0774-63-1125

消防団による京都府消防操法大会風景



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

442 千円

地域防災の要となる消防団の資機材を計画的に更新し
充実を図る。

継続

消防団資機材の充実

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

非常備消防力の強化を図るとともに、消防団員の安全
を守るためにヘルメット等を購入する。

0774-63-1125

消防団による水防訓練風景



○ 目的

○ 事業概要

消防資機材の充実

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防署

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

人口増加や複雑多様化する災害に迅速に対応するため
消防資機材の充実強化を図ります。

0774-63-1125

事業内容

5,130 千円

各種災害等への対応力を高め機動的な消防活動を行う
ため、消防力の整備指針を基に現有する消防資機材等を
点検整備するとともに、地域事情に即した適切な消防資
機材を導入し、消防体制の充実強化を図ります。

継続

京田辺市内発生の火災現場風景



○ 目的

○ 事業概要

幼年消防クラブの育成指導

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部予防課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

各クラブ（幼稚園）での防火指導の一環として、予防
運動期間中にクラブ員と合同で街頭啓発活動を実施し、
防火に関するパンフレット等を市民に配布する。

0774-63-7826

事業内容

30 千円

防火教育の一環として児童の防火意識の高揚を図り、
また、クラブ員の児童と協力して市民への防火啓発活動
を実施することを目的とする。

継続

幼年消防クラブによる街頭啓発活動風景



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

1,674 千円

市内の各自治会等における自主防災組織の育成指導を
実施し、市全体の防災体制の強化を図ることを目的とす
る。

継続

自主防災組織の育成指導

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防本部予防課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

総合的な防災体制の確立に向け、災害時に市民、行政
及び関係機関が連携して迅速に対応することができる防
災体制を強化し、「自分の身は自分で守る」「身近な地
域で助け合う」意識の育成を図り、自主防災組織として
の活動要領の指導を実施する。

0774-63-7826

自主防災会による訓練風景



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

797 千円

火災の発生時において、消防隊が現場に到着するまで
の間、住民が消火栓による消火又は延焼の防止に協力し
ていただき、迅速な消火活動を実現するため。

継続

消火栓用器具整備事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防署

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

区・自治会が消火栓用器具を整備する事業に対し、助
成を行う。

0774-63-1125

各区・自治会設置の消火栓用器具庫



○ 目的

○ 事業概要

消防車両等購入事業（消防団）

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防総務課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

非常備消防力の充実、強化を図ることにより、多種多
様化する災害から市民の安全を守るため、消防団積載車
及び小型動力ポンプの更新を行う。

0774-63-7825

事業内容

8,548 千円

地域防災の要となる消防団の資機材を計画的に更新し充
実を図る。

継続

小型動力ポンプ付積載車



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

228,240 千円

新たな市街地の拡大や建築物の多様化・高層化等に対
応できる常備消防力の充実強化を図り、消防活動を安
全・円滑に実施する。

継続

消防車両等購入事業（はしご自動車）

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号消防署

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

多種多様化する災害から市民の安全を守るため、消防
車両更新計画に基づき更新する。

0774-63-1125

はしご自動車による避難訓練風景


